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著者は、先行研究において作出された 4 つの系統の遺伝型をゲノム編集後第 2 世代とゲノム編集後第 3


































               審   査   の   要   旨 
 
 著者は、ゲノム編集技術により内在遺伝子に変異を導入して作成した GABA高蓄積トマトの一代雑種親と
しての育種利用に関する研究に取り組んだ。その結果、導入した変異が 3世代に渡って安定して遺伝するこ
と、変異によって付与された GABA高蓄積形質が優性形質として発現すること、その他の形質に対する影響
も少ないことを示し、ゲノム編集技術が GABA高蓄積作物の分子育種技術として効果的であることを実験的
に検証した。ゲノム編集技術は、迅速育種技術となる可能性が高いことから、世界的に注目を集めている。
そのような状況の中、著者の研究はゲノム編集技術で開発された系統が育種親として有効なことを示した世
界的にも先駆的な研究であり、学術研究として意義のある研究であると判断された。また本論文の成果は、
ヒトの健康改善に寄与できる機能性成分として社会的注目度が向上している GABA を高蓄積する育種親が
ゲノム編集技術で迅速に開発できることを実証したことから、技術開発研究としても高く評価できる研究で
あると判断された。 
平成30年2月8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
